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1 . Introduction 








われるほど認められている。しかし, タイトルがなぜMockingbird （マネシツグミ） 





を用いている意味について考察することによって，To Kill a Mockingbirdという小説 
を解釈したいと考える。 
2 . Racial Discrimination in the Backgrounds 
物語の舞台は1930年代のアラバマ州Maycomb という小さな町である。黒人の青 
年Tom Robinson が，白人の女性Mayella Ewellに性的暴行を加えたとして裁判にか 
けられる。Jem とScout を子どもに持つ父であり，弁護士でもあるAtticus は Tom の 
弁護をまかされる。町の人々は,黒人を弁護しているという理由でAtticus を誹謗中 
傷し,それはJem とScout にまで届くばかりかAtticusを脅迫するにまで至った。裁 
判ではAtticus の弁護により，Mayella と彼女の父の証言が虚偽であったことが暴か 
れるのと同時に，Mayella に暴行していたのは彼女の父であるという新たな主張が 
出される。しかし,白人ばかりの陪審員によりTom は有罪判決を受ける。Atticus は 
控訴するつもりでいたが,Tomは刑務所からの脱走を図り，17発もの銃弾で射殺さ 
れる。Mayella の父Bob Ewellは,裁判で自分の嘘と自分が自分の娘に暴行をしてい 
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が子どもたちを救ったとき，Bob は自分のナイフが刺さり,死んでしまう。Boo が 
刺したのか,あるいはAtticus が考えるようにJem が刺したのかもしれないが,保安 
官はそのことについて考えないようにと伝え, Bob の死は事故であるとした。 
作者が作品の舞台を作品が発表された1960 年頃に設定せず，30 年代に設定した 
ことには, 2つの理由が指摘される。1つは,時代を昔に設定することで南部での批 
判をかわそうとしたことが挙げられる。南部の人々は合衆国の最高裁判例“Brown 








(Johnson, pp.83-84)。これらからも, 当時の南部における黒人に対する差別はひど 
いものであることが分かる。作者は小説の舞台をこのような同時代ではなく，昔に 
設定することで南部での批判をさけようとしたと考えられる。 
もう1つの理由に, 1930 年代に実際に起きた“Scottsboro”事件 と物語の中のTom 






1936 年から37 年にかけてアフリカン・アメリカンを陪審員に加え裁判が行われる 
と, 1人が死刑判決を受けながら，1938 年にアラバマ政府によって終身刑に減刑さ 




しかし, 46 年に釈放されながらも，アラバマから逃亡し30 年間逃亡生活を送った 
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は,物語のMayella Ewellと同じような貧しい階級だったとの記録がある。Atticus と 








り手のScout とその兄Jemである。子どもたちが，前述したTom Robinson の裁判だ 
けでなく，近隣の人々，学校生活,家族との関わりを通して成長していく様子を読 
み取ることが出来る。Chapter 2 では成長物語としてのTo Kill a Mockingbirdについ 
て考察していきたい。 
3 . Bildungsroman of Scout Finch 
幼いScout と Jem がコミュニティで起こる社会的な出来事を目撃し,幼いながら 
も成長していく様子が描かれている。中村真理はこの作品について，マイノリティ 
の人権問題とスカウトという一人の少女の成長物語が融合した作品であると言って 
いる。(p.3）しかし，Jenniたr Murray は 論文‘'More Than One Way to (Mis)Read a 
Mockingbird" の 中で, この小説はScout の成長物語というよりもむしろ兄Jem の成 
長物語であると言っている。(p.80) Murray は精神的な成長の移り変わりにおける発 
達段階を箇条書きに“childhood terror" "admiration of male role models" "adhesion to 
adult rules" "pride in physical transformation" "personal courage" "opposition"の 6つ 
げ,それらの見られる場面を抜き出して，この小説をJem の成長物語と解釈する。 
裁判でTom Robinson が有罪判決を受けた次の章の冒頭は‘'It was Jem's turn to 
cry"(284）から始まるが,そこでのAtticus とのやり取りからMurray は Jem が確かに 
「成長している」(Murraメ p82）と述べている。 
Murray は発達を6つの視点から取りあげているが，物語はScout の目を通してい 
るので,客観的にJem の成長が見て取れるのは, 当然のことである。Scout の目を 
通して，様々な登場人物がJem の成長について言及をしており,身体的成長も見て 
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取れる。Jenniたr Murrayは，Tom Robinsonの有罪判決に続く次の章で，Jem が涙を 
流す場面を確かな成長場面であるとしている。確かに, Jenl は裁判の様子を理解し 
ているようで，Tom Robinson の判決について自分の考えも持っていた。Murray も 
Atticus に対する“opposition" （反抗）をJem の成長として挙げている。Tom Robinson 
のいる留置所の前でAtticus が何人かのギャングに囲まれるが,そこへJem, Scout, 
Diilの三人が姿を現す。Atticus は Jem に対して，他の二人を連れて家に帰るように 
伝えるが，Jemはそこで強く反抗する。Scout 自身，最終的にJem が家に帰らなかっ 
たことで父親に怒られるだろうと思っていたが，それは間違っていた。"Atticus 
reached out and massaged Jem's hair, his one gesture of affection."(207）とあるように,父 
Atticus は Jem の「反抗」を理解し,その勇気を讃えているのである。 
確かに，父親Atticus は,子供達が成長していると感じた場面では成長を認めてい 
るが, Jem の涙について,Atticus は子供だけが涙を流すと言っている。この場面に 
おいてはJem の成長を認めておらず,むしろ子どもであるという解釈をしている。 
また,この涙の場面では父親がJem の成長を認める記述はない。Atticus は Jem の状 
態を述べたとき“It was a little too strong 釦r him."(284) と言っている。Jem にとっ 





Jem の成長はScout の目を通して部分的には描かれているが,必ずしもこの「泣く」 
場面においてJem が成長しているとは言い切れないと考えられる。 
この小説はScout の目を通して書かれているのでJem の成長がある程度見て取れ 
るのは当然であると前述した。だからこそ読者は,語り手Scout 自らは語らないScout 
自身の成長を物語から読みとる必要がある。この物語は，Jam の成長物語というよ 
りも, Scout の成長物語である。小説の中でScout は 6歳から8 歳である。小説は、 





Initiation can be understood for our purpose as the first existential 
ordeal, crisis, or encounter with experience in the life of youth. Its ideal aim 
is knowledge, recognition, and confirmation in the world, to which the 
actions of the initiate, however painんl, must tend. It is, quite simply, the 
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viable mode of confronting adult realities.(4 1) 
Scout にとって「実存的試練や危機,あるいは経験との遭遇」とは小説の中での出来 
事であるといえる。というのは，物語の主要な出来事としてBoo Radley と Tom 
Robinson の件が大きく取りあげられているが，Scout が「大人の世界に直面」してい 
こうとする場面はそれらだけでなく，Atticus, Calpumia, Aunt Alexandra, Miss Maudie 
が様々な場面で大きく関わっているからである。Atticus が Uncle Jack とのやりとり 
の中で自分の教育観を“When a child asks you something, answer him，釦r goodness' sake. 
But don't make a production of it. Children are children, but they can spot an evasion quicker 
than adults, and evasion simply muddles 'em."(116）と延べている。Atticus はこの教育 




("nigger-lover" "whore-lady"）などを耳にすることになる。Atticus は“Bad language is 
a stage all children go through"(116）と言っており，Scout にとって「試練」ともいえる 
時期であると解釈できる。Scout は大人に尋ねる（"What's a whore-lady?"( 115) "what 








James B . Kelly は,論文の中で, "The transition from wearing overalls to wearing dress is 
commonly described by teachers as desirable progress or maturation." (p.15) と述べて， 
3 人の教師が語ったScout の matur肌ion をまとめている。小説の前半は特に「おて 
んば娘」としての姿が描かれている。父Atticus が言う言葉“Scout'd just as soon jump 
on someone as look at him if her pride's 肌stake"(ll 6）からも, Scout の「おてんば娘」ぶ 
りが分かる。Scout が「女性」として成長し始めるのはPart 2 からである。まずScout 
の周りの環境が少し変化するのである。Jem が大きくなっていて自分のことを自分 
でするようになるということをCalpurnia から知らされたScout は,キッチンに入る 
ことを許可される（154)。そして，Scout がキッチンに姿を現すと,Calpurnia 自身も 
嬉しさを見せ，Scout に女性としての目覚めを認めている（154)。その直後の2つの 
段落ではDillに対して，Scout が恋心を見せ,彼女もDillと結婚するかのような意 
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志を示して（154),女心を露にしている。これらから，小説後半の冒頭は小説の前半 
で描かれていた「おてんば娘」とは対照的なScout の描写で物語が始まり，Scout が 
ここでは明らかに「女性」として成長しようとしているように描かれている。 
Aunt Alexandra がFinch 家に来て, しばらく－緒に暮らすことになり, Scout は彼 





Calpurnia に声をかけ，実際に家事を手伝う姿が描かれている（306）。 Maycomb の女 
性の集まりにも参加して,そこでのMiss Stephanie との会話の中で, Scout は将来な 
りたい職業について聞かれる。悩んだ末,最終的に出した答えは「女性」だったの 
である（308)。まだ身体は子供だが,彼女自身が「女性」を意識していること分かる。 
そのあとMrs. Merriweather との会話で, Scout は彼女が興味を持ちそうな話題を考 
える（308)。会話はScout が聞き手になり，Mrs. Merriweather の話が続く。Scout は会 
話の中で,丁寧な言葉で相づちを打ったり,聞きたいことがあると “Excuse me, Mrs. 
Merriwe肌her,"(310）と言ってから質問したりしている姿も描かれている。それ以前に 
一度, Scout は女性たちの会に参加している。いとこのLilyに初めて出会うがScout 
は “Who?"(176), "She our cousin? I didn't know that."(176）と非常にぶっきらぼうな 
態度でLiliy に対して接していることが分かる。当時の様子と比較しても,以前のよ 
うな「おてんば娘」Scout ではなく,「大人の女性」としての姿がここにある。この 
章の中で，Scout が女性たちの会に参加している途中, Atticus が帰宅し, Scout, 
Calpurnia, Aunt Alexandra, Miss Maudieの4人だけにTom Robinson が死亡したこと 
を伝える。この場面において, Scout は大人たちの会話には一度だけしか介入しな 
い。しかし, Scout の視点から物語が書かれていることから, Scout が Tom の死に関 
して話す大人の姿を目撃し，Atticus を心配するAunt Alexandra とMiss Maudie との 
会話（316）を目撃している。これらの内容を理解していることはScout の“but I釦und 
myself shaking and couldn't stop."(3 17）という描写から分かる。Scout は,脱獄を図り 
17 発もの銃弾で撃たれたTom の死，Aunt Alexandra とMiss Maudie のMaycomb に 
住む人々に関する会話を理解して「震えている」と言える。Atticus を心配するAunt 




の「経験との遭遇」であり,Miss Stephanie とMiss Merriweatherとの会話はScoutな 
りに「大人の世界」を知ろうとしたからである。いとこLily とScout のやりとりの 
- 66 ー 
比較からも分かるであろう。この章での、Tom Robinsonの死と,Aunt Alexandra と 
Miss Maudie の会話も「経験との遭遇」と言えるだろう。Scout は 2歳の頃に母を失 
っているが,寂しいと思ったこともない（7）と言っている。物心ついておらず，母 
の姿が記憶にないのである。ここでのTom の死は, Scout にとって「人生において 
出会う最初の経験」であると言えよう。また，Aunt Alexandra がAtticus のことをこ 
こまで心配し,Maycomb の人々の話を内密にしている姿を目撃するのは「最初の経 
験」である。Scout 自身の「震え」が止まらなかったのは, Scout なりに出来事を「知 
ろう」とし「認識しよう」としたからと解釈できる。Aunt Alexandraはおそらく涙を 
流していた（317）が,彼女とMiss Maudie がグループに何事もなかったように戻ろう 
とする姿をみて, Scout も「どんなに苦しくても向かって行く」2人の大人の女性の 
姿を学ぶ。実際にScout は辛く複雑な気持ちを隠しながら「苦しくても」，まだ何も 
知らない他の大人の何気ない会話（「大人の世界の現実」）に再び参加し「直面」し 




この物語は，Jem に関しては語り手Scout の目を通して成長が語られていること 
がはっきりと分かる。その一方で読者は,Scout は語り手として自らを語ることがな 
いので、Jem ではなく自らのことは語らない語り手Scout 自身の成長に気づいてあ 
げなければならない。前述したように, Scout は「おてんば娘」から「女性」へと成 
長していることが分かる。 
またScout が成長している場面として，Scout が“Well, it'd be sort of like shootin' a 
mockingbird, wouldn't it?"(370）と述べている場面が挙げられる。Scout と Jem が夜 
Bobに襲われ，Boo に助けられた時の出来事である。子供たちを襲ったBob は自分 
の持っていたナイフが刺さり，死亡した状態で発見される。町の保安官Tate と父 
Atticus がその原因について話をしていた。話は,倒れたときにBob 自身にナイフが 
刺さってしまった事故死を主張する Tate と，Jem が殺害したのではないかと疑う 
Atticus がお互いの意見を述べあう形で続いていく。しかしAtticus が納得しないま 
ま，Tate は事故死を主張して帰ってしまう。残されたAtticus は Scoutに“Mr. Ewell 
た11 on his kniた．Can you possibly understand?” と尋ね, Scout は “Yes sir, I 
understand,"(370), "Mr. Tate was right."(370)と答える。 Atticus が "What do you mean?" 
と聞くと, Scout は‘'Well, it'd be sort of like shootin' a mockingbird, wouldn't it?”と答え 
るのである。この一言にScout の成長を読み取ることが出来るロしかし,ここにScout 
の成長をみるためには，小説のタイトルにもなっている “mockingbird'' が,この物語 
において何を意味しているかを考察していく必要がある。そこで，Chapter 3 では, 
Atticus と Miss Maudie が述べた‘'mockingbird" ，物語における象徴としての 
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"mockingbird", そしてScout の成長と Scout が述べた“mockingbird" の関係性につい 
て考察していきたい。 
4 . Mockingbird as a Symbol 
Scout と兄Jem はクリスマスプレゼントとして空気銃をUncle Jack からもらう。 
その使い方について Atticus が説明する際 “but remember it's a sin to kill a 
mockingbird."(119）と子供に言っている。Miss Maudie の解釈は“Mockin帥irds don't do 
one thing but make music for us to enjoy. They don't eat up people's gardens, don't nest in 
corncribs, they don't do one thing but sing their hearts out for us. That's why it's a sin to kill 
a mockingbird."(l 19）とある。中村真理は，"mockingbird" は他の鳥の鳴き声を真似て 
人間を楽しませるだけで、人間には何ら害を与えないという意味で、「罪がないもの」 
の象徴であると言っている。また,Murray は“Nave in a different manner is the symbol 
of the mockingbird. Through its association with Boo Radly and Tom Robinson, the intended 
force of the symbol is to represent those who are unjustly marginalized, excluded, and 
imprisoned."(87) と述べている。"mockin帥ird" が象徴するものが “innocence", 
"harmlessness”で あると解釈できる。 
"Symbolism of the Mockingbird in 'To Kill a Mockingbird"の中で , Harper Leeは, Boo 
Radly, Tom Robinson, Mayella Ewellを“mockingbird" の象徴とした。一方，Murray は 
Boo Radly, Tom Robinsonの2人を“mockingbird" と見なした。 
Mayella はとても貧しい白人女性で，社会から疎外され,父親からの暴行で苦しん 
でいた人物である。物語の中のAtticus の証言から,Mayella が実際にTom を誘惑し 
ようとしてたという供述があり,彼女が，"mockingbird" の象徴する “innocent", 
"harmless" で あるとは言い難い。 
Tom Robinson については，裁判の中でAtticus カもTom は”harmless”な人物であり, 
事件に関して‘'innocent" であると供述している。また長い間Tom を雇っていた人 






象徴する‘'innocent", "harmless”で あると言える。 
Chapter 2 の最後にScout のセリフ（370）から彼女の成長を見ることができる。この 
時Scout は Atticus やMiss Maudie が言う‘'mockingbird" を理解して言っていたので 
ある。Scout は Atticus の意味するmockingbird を“innocent", "harmless" の周りで起き 
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た出来事を通して学んでいた。Kasper は Atticus の教育について‘'To cultivate an 
understanding and acceptance of other people in his children, Atticus stressed that the 
important thing is to appreciate the good qualities and understand the bad qualities by treating 
people with sympathy and trying to see from their perspectives"(273)と述べている。 Atticus 
の言う“it's a sin to kill a mockingbird"(119）とは，ただ殺してはいけないというだけ 
でない。Mockingbird は人に対して何の害もない存在である。死ぬことになる 
mockingbird がどんな気持ちかを考えて欲しかった。客観的な視点で，他の人の気持 
ちになって物事を見て欲しかったのだろう。Scout は実際に 2 人の 
"mockingbirds"( Tom Robinson とBoo Ridley）の身に起きた出来事を通して成長して 
いる。 









孤立へと引きずり込んだ力と慣習を認識するのである。(Best, 551) Tom の裁判の後， 
Boo に対する子供達の見方も変化する。(304) 
子供達がBob の襲撃を受けた時，Boo が子供達を助けたのだが，Jem は深刻な怪 




ってしまったのか，Boo が刺したのか,最初にScout を守ろうとしたJem が刺した 
のか．.．。その章の最後の部分でいうセリフが,先に述べた“Well, it'd be sort of like 
shootin' a mockingbird, wouldn't it?"(370）である。 Scout にとって，助けてくれたBoo 
と助けようとしたJem を疑うことは“innocent" で“harmless" な 存在を殺してしまう 
ことを意味していたといえる。そのセリフを受けてAtticusがScout の髪を撫でて愛 
情を表現するところから，Scout が Atticus に向けてmockingbird を実際に使うこと 
で,「大人の世界の現実に立ち向かい」、Atticus や Miss Maudieのいうmockingbirdの 
意味を「認識」したと解釈できる。 
最後にScout は Boo を家へと送る際，Boo の家から自分の町を眺める。同じ町だ 
が，違って見える。Scout が今まで見たこともない景色が広がっている。Boo の視点 
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からいつもScout の周りに起きていた沢山の出来事が思い出される。ついにAtticus 
の教育を理解するのである。(374) 








5 . Conclusion 
これまで，1960 年に出版されたにもかかわらず,物語が1930 年代に設定された 
理由について考察し, Scout の成長物語として議論し，"Mockingbird" の 意味を考え 
てきた。Ha印er Leeは小説の中で大きなテーマのーつとして，Tom RobinsonとBoo 




さらに, Scout は作品の中では，6-8 才の女の子だが，「おてんば娘」から「大人の 
女性」へと成長する。この小説を成長物語として読むこともできる。Scout は語り手 
なので，自身の成長を語ることはないが，身の周りに起きた出来事と関わり，それ 
を通して「大人の女性」へと成長する。"Mockingbird" の 意味，成長物語としてのTo 
畑I a Mockingbirdを考えることを通して，Scout の成長とMockingbird との関係性を 
みることができ，そして“Mockingbird" にはAtticus が子供達にこういう大人になっ 
てほしいと願う愛情がある。 




説の中では，犯していない性的暴行で訴えられたTom Robison と実際には子供達思 
いの人物だが悪い噂ばかりが一人歩きしているBoo Radleyの2人である。Atticus が 
Scout に分かってほしかったのは,一方的に無実のものを非難することが罪である 
ということ。また他者の立場に立って物事を見るということである。2 人の 
"Mockingbird" と周りの環境がScout に Atticus の教訓を気づかせたのである。Harper 
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村山和子 
Lee の意味するラブストーリーとは,Atticus とその娘Scout との愛である。Scout は 
様々な出来事を通して女性として成長し，Atticusは愛と正義に満ちたメッセージを 
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